
 

 

 

 

 

人権集会がありました 
６日（火）の朝行事の時間に人権集会が行われました。コロナ禍のため、

事前に録画した映像を各学級で電子黒板に映して見ました。学年代表の人

権標語（なかよし標語）の発表と代表委員会の児童による人権に関わる内容

の発表、そして校長の講話がありました。児童に話した講話の内容を紹介し

ます。 

これから人権についてお話します。 12月 4日から 12月 10日までを人権

週間と言います。そして、その最後の日の 12月 10日は「世界人権デー」と

されています。このことにちなんで、全国の学校では、毎年、12月のはじめのこの時期に人権週間と

いうのを設けて、人権について集中的に勉強しています。  

校長先生は、皆さんにとって学校が楽しいところであってほしいと思っています。だから学校では

いじめなどは絶対あってはならないと思います。では、なぜ、いじめなどがある

のでしょうか。人はみんな違います。顔、体の大きさ、性格など、みな違います。

むしろ同じ人は一人もいません。皆さんが一人一人の違いをきちんと認めること

が大切なのだと思います。 

今から皆さんに絵を見せますので何に見えるか考えてください。まず一枚目の

絵はこれです。何に見えますか。女性が、向こうを向いているように見える人が

いるかと思います。でも、年取ったおばあさんにも見える人がいるのではないで

しょうか。 

次の絵に描かれている動物は何ですか。アヒルやカモに見える人もいれば、

ウサギに見える人もいるかと思います。このように同じ絵を見ても、人によっ

てとらえ方が違うのです。そして自分と違ったものに見えた人も間違ってはい

ないということです。人それぞれのものの味方や考え方を大切にしてください。 

さて、これから皆さんに熊本県に住む小学校３年生の子が書いた「とびばこ」

という作文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

という作文です。みなさん、どうでしたか。みなさんは笑う人ですか 「笑うな！」と言う人ですか。

「頑張れ！」と応援する人ですか。南小学校のだれもが「学校は楽しいな」と思う学校にするには、

どうしたらよいかを一人一人考えてみましょう。 
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私は、体育があまり好きではありません。なぜかというと走るのもあまり速くないし、跳び箱や鉄

棒や一輪車など、ほかの友達はできるのに、私だけなかなかできないのです。それに、みんなから笑

われるのが何より悔しくていやだからです。今日の体育は跳び箱です。準備体操をして、みんな、跳

び箱の用意を始めました。 私はもう、逃げ出してしまいたい気持ちでいっぱいです。用意ができまし

た。○○君から、次々に跳び始めました。いよいよ私の番です。跳んでみるとやっぱり失敗です。２

回目も失敗してしまいました。３回目は、友達の跳び方を見て、さっきとちがう跳び方をしてみまし

た。だけど、やっぱり跳べませんでした。何回跳んでもお尻が跳び箱の角に当たってしまいます。初

めは小さく聞こえていた笑い声が、どんどん大きく聞こえてきました。その時「笑うな！」と、大き

な声が聞こえました。□□君です。体育館が一瞬シーンと静まり返りました。私もびっくりしました。

しばらくすると、「笑ってごめん」とか「がんばれ、がんばれ」 「もっと勢いをつけると跳べるよ」

とか言うみんなの声が聞こえてきました。私は思いっきり走りました。そして、手を強くつきました。

身体が高く浮いたと思ったその時、私は跳び箱を越えていました。やったあ、とうとうできたんだ。

夢じゃないんだ。跳べたんだ。私はとても信じられませんでした。みんなの拍手が聞こえてきました。  

 

 



学年代表の人権標語（なかよし標語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

南小安心・安全マップを作成しました 
７月に行った町別集会で出さ

れた校区内の危険箇所を後期代

表委員会の人たちがまとめ、「南

小安心・安全マップ」を作成しま

した。 

作成したマップは、職員室前の

壁と各教室に掲示をするほか、全

児童にも配付しましたので、各御

家庭でも危険箇所を確認してい

ただき、子どもたちが事故に合わ

ないように指導をお願い致しま

す。 

 

 
 

朝の車での送迎について（お願い） 
朝、学校までお子さんを車で送って来られる方の中で、学校の近くでお子さんを降ろされる方がい

らっしゃいます。特に南門付近で見受けられますが、交通量のある中で一時車を止めることになり危

険ですので、北門から学校に入っていただき、お子さんを降ろすようにお願いします。 

公民館講座への参加をお願いします 
１２月２６日（月）に南公民館で「冬休み子ども書き初め教室」が行われま

す。南公民館書道サークルと伊勢崎清明高校書道部の方々が講師になって子ど

もたちの書き初めの指導をしてくれます。当日は、清明高校書道部による書道

パフォーマンスを観てから書き初めを行います。 

さて、地域と学校が相互にパートナーとして連携して行う様々な活動を「地

域学校協働活動」と言い、現在、文部科学省が重視している活動です。今回の

書き初め教室のように、子どもたちが学校から地域へ出て、いろいろな方々と

関わり合いながら活動することは、この地域学校協働活動の一つです。地域学

校協働活動の趣旨のもと、南公民館が冬休み子ども書き初め教室を企画してくれました。 

先日、小学３年生以上の児童にこの書き初め教室のチラシを配付しました。申し込みは９日（金）

の午前９時からで、定員１５名（先着順）となっていますので、積極的に参加をお願いします。 

１年        「いっしょにあそぼう。」 みんなにとって まほうのことば 

２年        友だちと けんかをしても すぐなかなおり にこにこスマイル 

３年        めだってる 君のえがおは 世界一 

４年        かくにんして あってるの 自分の胸に 手をあてて 

５年        ほめ合えば みんな笑顔に 仲良しに 

６年        ふりまこう 笑顔の種の ごあいさつ    

 

 

 


